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1．はじめに
　カルチャーコレクションには微生物資源を収集，保
存し，利用者への配布や情報公開を行っていくという
使命がある．それらの業務を行ううえでは相当な量の
事務作業が発生するため，各カルチャーコレクション
は限られた人的リソースを有効に活用するための方法
を模索している．本稿では NARO ジーンバンクにお
ける事務作業支援システムの一部を紹介する．

2．データ集計
　NARO ジーンバンクでは，リレーショナルデータ
ベースと独自開発したアプリケーションによるデータ
管理を行っている．業務上発生する種々のデータは
日々蓄積されていくが，事業運営にあたっては，複雑
かつ迅速なデータ集計を求められることがある．たと
えば，NARO ジーンバンクは植物病原菌を多数保有
している指定微生物株保存機関であるため，「輸入禁
止品管理利用状況報告書」を定期的に作成する必要が
ある．しかしながら，植防関連株の許可番号，学名，
保存形態，保存場所，在庫量等のたくさんのデータを
求められた形式にまとめることは，微生物株の管理者
にとって容易ではない．そのため筆者のようなデータ
ベース管理者が SQL を書いて対応することになるが，
本来であれば微生物株の管理者自身が任意のタイミン
グで行えるようになっていることが望ましい．そこ
で，植防関連株のリストや指定期間内の配布点数と
いった繰り返し必要になるデータ集計についてワンク
リックで実行できるシステムを開発し，現在では 70
以上の集計メニューを常設している．出力されるエク
セルファイルの内容はデータベースの更新に連動する

ため，データベース管理者としても都度対応する必要
から解放され，関係者双方の作業負担の軽減を実現し
ている．

3．学名・同定履歴の管理
　学名は微生物カタログにおける最も重要なデータで
あるが，微生物株の学名は二つの理由により変更され
うる．一つは微生物株ごとの再同定によるものであ
り，もう一つは学名そのものの変遷である．カタログ
には最新の同定によって決定された学名の最新の変遷
を見出しとして表示することになるが，その見出し学
名がどのように決定されているかは内部の人間にとっ
ても複雑である．そこで，関係者用の微生物株詳細情
報ページではすべての同定履歴とそれぞれの学名変遷
を表示できるようにしている．また，最新の学名が必
ずしも浸透しているとは限らないため，変遷前の古い
学名でも検索がマッチするように実装している（図
1）．

4．公開・非公開の管理
　NARO ジーンバンクでは登録日から 1 年を経過し
ていない微生物株を原則として非公開としている．こ
れは一回目の定期検査の合格を配布の前提としている
ためであるが，公開後にも生残検査や再同定，関連法
の影響等により一時的または恒久的に公開を取り消す
場合がある．微生物株の公開ステータスの変更を把握
できるようにするため，その日新たに公開になった微
生物株，非公開に切り替わった微生物株のリストを
メーリングリストに送信するプログラムを毎朝自動実
行している．また，近日中に公開される予定の微生物
株リストも併せて送信することで，事前確認がしやす
い環境を整えている．
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5．配布業務の支援
　微生物株の配布にあたっては，「担当者確認中」「入
金待ち」といった進捗管理を行うとともに，遺伝資源
配布通知書や売払内訳書といった文書の作成を行うこ
とが必要になる．そこで，配布作業未了の申し込みリ
ストの表示と，利用者に送付する文書を自動生成でき
る配布担当者用ウェブページを作成し，運用してい
る．また，予定期限を過ぎても研究結果報告書を提出
していない利用者への督促メールの送信もワンクリッ
クで行えるようにすることで，人的コストの削減を
図っている．

6．業務マニュアルの共有
　カルチャーコレクションを長期的に運営するにあ
たって，作業手順のマニュアル化と共有は不可欠であ
る．NARO ジーンバンクではメーリングリストを活
用し内外とのやり取り内容の共有を図ってきたが，
メールは基本的にフロー型の情報を扱うためのツール
であり，ストック型の情報を扱うことには不向きであ
る．そこで，2007 年より関係者専用の wiki を構築し，
それを用いて情報の蓄積を行っている．Wiki はウェ
ブブラウザのみでコンテンツの更新が可能で，サイズ
の大きいファイルの共有や全文検索が可能であるとい
う利点がある．PukiWiki や MediaWiki といったオー
プンソースのソフトウェアであればライセンス料を必

要としないため，契約切れによって蓄積した情報が失
われるということもない．Wiki を運用できるサーバ
と管理者が確保できるのであれば，有償のコラボレー
ションプラットフォームの代わりに導入することも検
討されたい．

7．今後の課題
　NARO ジーンバンクでは生残検査や分類検証を行
うことにより配布微生物株に対する信頼性を高めるよ
う努力しているが，死滅や誤同定といったトラブルの
発生をゼロにすることはできない．今後，よりスムー
ズなトラブル対応を実現するために，利用者とのやり
取りをシステム上で行い，進捗管理とデータベース化
を同時に行えるような仕組みを検討していきたい．ま
た，配布した微生物株が活用されることはカルチャー
コレクションの存在意義の根幹であり，研究成果の収
集とカタログへの紐づけがプレゼンス向上のために欠
かせない．そのため NARO ジーンバンクでは試験研
究等結果報告書の提出をお願いするとともに手動での
文 献 検 索 と デ ー タ ベ ー ス 登 録 を 行 っ て い る が，
MAFF 株が利用された研究成果をオープンアクセス
の論文から自動で探索するシステムを近年中に開発
し，より多くの利用実績を効率的に収集できるように
したいと考えている．
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図 1　微生物株の学名の変遷例
1）微生物株登録時の学名．仮に誤同定であっても記録として残し，表示する．2）最新の同定時の学名．3）最新の同定時
の学名の最新の変遷．カタログ上の見出しとして表示する．2）3）は学名検索の対象項目であり，1）を検索対象に含める
か否かは利用者が選択できる．
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